
多摩地域のコミュニティ形成 
～高齢者の社会参画と地域づくりプラットフォームの構築を中心に～ 

２０１９年度 多摩大学インターゼミ(社会工学研究会)  
        サービス・エンターテインメント班 

学部生：上岡萌絵 ・平山佳苗・佐保尚寿・久保玲二・渡邊
友裕・藤田功希・石川光一・金東玟・田中千尋 
大学院修了生：新部均・服部吉晶・追分健爾・葛生善江・
中村晶子 
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問題意識 

[ 昨年の研究から ]  
百貨店が衰退し、SMが出現し隆盛を極めている 
→ 多摩地域全体が 「低額でのんびりした時間を過ごす」 
   ライフスタイルであることが推察された ( 貧困化、孤立、孤独 ) 

住民が参画できるプラットフォームが必要 

社会への参画、役割取得 
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研究ビジョンの全体像 
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• 高齢者の社会的活動 
  □社会的な貢献活動に参加している(約30%)       □ここ1年間で生涯学習をした(約40%) 
 
 

 

 
 

AARP ( 全米退職者協会 ) 

「与えられる側から与える側へ」の理念 
 
 

 

やはり課題は  「孤独と独立」、「生きがいや役割意識の喪失」 
 

  

                         

ジェロントロジーからみる今後の余暇行動 

善後策として 「スポーツが生み出すソーシャルキャピタル」 に着目 

内閣府 『令和元年版高齢社会白書』より 

1. 親しい友人を得ることができた (56.8%) 
2. 地域でのつながりができた(50.6%) 

良かったことは？ 

1.自分の人生がより豊かになっている (61.4%) 
2.自分の健康を維持・促進している(57.3%) 

何に活かしている？ 

・・・独自のシンクタンクを持っており全米の高齢者に関わる調査研究データを 
   新しいプロジェクトやサービスの開発に繋げている 
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 1.スポーツ観戦型 コミュニティ形成 
「スポーツ観戦行動」がソーシャルキャピタルを形成する可能性について 

スポーツ観戦 

社交の機会を促進 
地域の伝統的なコミュニティが崩壊、 
アイデンティティが希薄な住民にとって 
「スタジアム」は手軽な社交場 
(居心地が良い,スペクタクルに満ち溢れた場) 

愛着のある「場」の醸成 
スタジアムは多くの人々にとっての 
トポフィリアの源泉となっている 
(自分の場に所属し,その中にいる感覚) 

特有のリアリティ 
スポーツ観戦は「焦点の定まった集まり」 
→ 観客はその統制の中で興奮し没入することで 
多幸状態に至る  (自然さ、気楽さを感じる) 

帰属意識の創出 
チームと選手たちへの強い関心と応援が 
他者と「堅く繋がっている」という感情に繋がる 

5 



26周年目を迎えた、 J.League の現在 
1993年開幕（10クラブ）→2019年現在 38都道府県55クラブ（J1～J3の3部制） 

多摩地域には3クラブ存在 
• FC東京（J1） 
• 東京ヴェルディ1969（J2） 
• FC町田ゼルビア（J2） 

「オリジナル10」の存在 
• 鹿島、千葉、浦和、東京V、横浜FM、清水、名古屋、G大阪、広島 
 （横浜FMは合併） 
 
 1993年～1995年度が割合的に高い傾向 

 

清水エスパルスは1993年～1995年度の観戦を始めた割合が30.7% 
『Jリーグ スタジアム観戦者調査2018 サマリーレポート』参照 

48% 

37% 

13% 

1% 1% 

大いにあてはまる あてはまる 

どちらとも言えない あてはまらない 

全くあてはまらない 

各クラブがホームタウンで 
重要な役割を果たしているか 

85%が「あてはまる」と回答。 

1.スポーツ観戦型 コミュニティ形成 
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J.Leagueはどのようなコミュニティを提供してきたか 
• 観戦者の平均年齢：41.9歳（2018年度） 
 

『Jリーグ スタジアム観戦者調査2018 サマリーレポート』参照 

 開幕を中学生時代に迎えた世代 
 45±5歳→スタジアム観戦を継続 

 50代以上も上昇中 
 開幕時にすでに生まれている世代 

勧誘行動と被勧誘行動について 
（心の拠りどころとしてのクラブ） 

ファンコミュニティ 
（スタジアムとネットが支える現代） 

• 松本（J2） 
• 大宮（J2） 

 平均して高いJ1 
 平均して低いJ2 
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FW（八王子ビートレインズへのヒアリング ）  

だからこそ、「スポーツ」が地域に入っていくことが大切なのではないか？ 
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「八王子ブランド」を活用 

 「選手」ではなく「地域」が好きで応援している 

  「八王子」は、もともと住民同士の「横の繋がり」がある地域

であるため、「南大沢や多摩」とは異なる 

→  「横の繋がり」 が希薄な多摩地域においては、 

  新しいクラブチームを立ち上げることは難しい？ 

【 7月27日実施】 同クラブの沢登氏・望月氏へのヒアリング 
【結果】 



2.参画型コミュニティ形成 



✔国内・国外の観光客にどうアプローチするか 
→多摩地域の関係人口を増やす 
✔ジェロントロジー 
→どのような形で高齢者に参画してもらうか 

 ✔多摩住民の自転車文化への理解 
→地域全体での支援が必要 
✔道路整備（交通インフラ整備） 
→自転車で安心して通行できる環境が必要 
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Paldang(ソウル)での取り組みとそこから見えてきた課題点 

・サイクルツーリズムとして全国的に有名な  
ソウルのPaldangはインバウンド対策とジェロン
トロジーの課題をクリアしつつある。 
[ジェロントロジー]  

・自転車レンタルショップ、整備所、休憩所など
で勤務・ボランティア活動をしている。 

・コース整備・管理にも高齢者が勤務・ボラン
ティア活動をしている。 
[インバウンド対策] 

・ソウル市役所、観光庁からの多言語パンフレッ
ト（市役所及びコース内案内所に備わっている。 
・コース内案内図には多言語で書かれている。 

・案内所、休憩所に多言語を話せるスタッフ配
置 
 

[ジェロントロジー] 
・自転車整備所、レンタルショップ、案内所、管理
スタッフに高齢者を活用（バイト、ボランティア活
動） 
・サイクルツーリズムのための自転車コース整備
（道路整備）に必要な資金を募る。 
 
[インバウンド観光客への取り組み] 
・韓国の成功事例を参考にし、市役所、観光案
内所などに多言語パンフレットを配置 
・案内所などに多言語を話せるスタッフ配置 
 
 

・海外事例から見る多摩サイクルツーリズムの
課題点 



湖上交通タクシー 
(守山市) 

 
専用の箱での宅配 

サービス 
 
 

サイクルサポートス
テーション整備 

 
ビワイチツアーガイ

ドの養成 
 

レンタルサイクル 
 

青屋羽根の設備 
(約１１６キロ) 

 
路肩拡幅の整備 

(14か所、約3キロ) 
 

案内表示の設備 
 

サイクルツーリズムの現状・ビワイチ(設置型) 

インバウンド観光客への取り組み 

走行道路設備 レンタルサイクル 自転車移送サービス 

自転車 α スイーツ・グルメ・
癒し・風景・ヨガな

ど 



FW（チャリカフェ・体験・ロードレース） 



FW（サンリオ） 
【7月27日実施】サンリオピューロランドを見学、 
          今後関係者へのヒアリングを行う。 
【結果】：親子連れや外国人観光客が多い。 
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まとめと今後の課題 

多摩地域にはサイクルツーリズムの
ポテンシャルがある 

サイクルツーリズムが発展すること
により様々なコミュニティ形成が期待
される 

関係人口との関わりが増え交流機
会の増加に繋がる 

これらの要因から高齢者がどのよう
な参画をすべきかを考察する 

観戦型 

 「スポーツ観戦行動」は 
  ①愛着のある「場」の醸成とそこへの 
   帰属意識の創出へ寄与する 
  ②社交の機会を促進させるきっかけ 
   となる 
  → “われわれ意識” の創出 
 Jリーグのクラブは、スタジアムを中心とし

た横のつながりの拡大に寄与している 
 大都市郊外型高齢社会におけるスポー

ツ観戦文化の創出モデルを考察する 

参画型 
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• サンリオピューロランドでのヒアリング：9月 

 株式会社サンリオエンターテイメント総務部総務課総務Gr.真鍋和弘氏へのヒアリング 

• 埼玉県浦和市のサイクリングロード：8月  

• 稲城市にあるチャリカフェ「CrossCoffee chocolate&sandwiches」へのヒアリン

グ：8月 

• Jリーグ観戦者数調査をしている仲澤教授へのヒアリング（筑波大学）：9月 
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今後のFWと文献研究の予定 
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ご静聴ありがとうございました。 
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